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議案概要 議案概要

　
風
疹
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

し
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン
パ
節

の
腫
れ
を
主
症
状
と
す
る
感

染
症
で
す
。

　
妊
婦
が
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に

予防接種を
実施します
予防接種を
実施します

¥500¥500
¥500¥500

¥500¥500

プレミアム付商品券プレミアム付商品券

プレミアム付商品券プレミアム付商品券

風しん

「
先
天
性
風
疹
症
候
群
」と
い

う
重
篤
な
合
併
症
が
生
じ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
天
性
風
疹
症
候
群
の
予
防

の
た
め
、
妊
娠
可
能
年
齢
の

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
成
人

男
性
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
と
比
べ
る
と
感
染
力
は
強

く
、
こ
の
流
行
を
抑
え
る
た

め
に
は
、
予
防
接

種
に
よ
り
集
団
に

お
け
る
免
疫
を
持

っ
た
人
の
割
合
を

増
や
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

～抗体検査・予防接種までの流れ～～抗体検査・予防接種までの流れ～

風
し
ん
と
は

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
19

日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
22
議
案
は
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
１
議
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
町
政
に

対
し
質
問
し
ま
し
た
。

　消費税・地方消費税率の10％への引き上げによる、低所得者・子育て世帯（0～2
歳児）の消費に与える影響を緩和し、同時に地域の中での消費を引き起こし、支援
することを目的として、プレミアム付商品券の販売を行います。

〈プレミアム付商品券を販売します〉〈プレミアム付商品券を販売します〉

① 対象者⑴の該当者
　 券面額２.５万円（販売額２万円）
② 対象者⑵の該当者
　券面額２.５万円（販売額２万円）×３歳未満の子の数

⑴ 2019年度住民税非課税者
⑵ ３歳未満の子が属する世帯の世帯主

※イメージ図です

●購入限度額

５千円（販売額：４千円）●購 入 単 位

20％（プレミアム補助額：５千円）●割　引　率

1. 購入対象者

2. 制 度 概 要

猛威をふるっている風しんの予防対策として、
伊奈町では、予防接種を追加で実施します。

２０２２年３月31日までの３年間に限り、
風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます。
２０２２年３月31日までの３年間に限り、

風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます。

※風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づき公的に行われています。しかし、公的
な接種を受ける機会がなかった昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた
男性は、抗体保有率が他の世代に比べ低くなっています。

抗体検査の結果が届きます
（※医療機関に結果を受け取りに行くこともあります）

抗体なし 抗体あり
・風しんへの抵抗力がありません。
・風しんにかかるリスクがあります。

・風しんへの抵抗力があります。
・定期の予防接種の対象となりません。

予防接種を
受けましょう
クーポン券、本人確認書類、
抗体検査結果通知が必要です

クーポン券が届きます

抗体検査（クーポン券、本人確認書類が必要です）
期
間
は
３
年
間
で
す
！

（ ）

クーポンが手元に届きましたら速やかに医療機関へ

対象者：昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性
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審議結果･意見書･討論･質疑 議案概要･審議結果

  

自
由
討
議

　
　上
野
克
也

 

　
国
政
で
の
国
防
や
外
交
に

関
す
る
問
題
を
、「
地
方
議

会
に
持
ち
込
む
こ
と
」
は
、

地
方
自
治
に
と
っ
て
、
ど
う

か
と
思
う
。
も
っ
と
伊
奈
町

が
発
展
す
る
た
め
の
議
論

を
、
議
会
は
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、皆
様
如
何
で
す
か
。

  

賛
成
討
論

　
　青
木
久
男

　
辺
野
古
移
設
の
県
民
投
票

後
の
共
同
通
信
の
世
論
調
査

で
、
政
府
は
結
果
を
最
大
限

尊
重
す
べ
き
が
７
割
、
す
る

必
要
は
な
い
が
２
割
だ
っ
た
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
の
民
意
を

真
摯
に
受
け
止
め
米
政
府
と

移
設
を
再
協
議
す
べ
き
だ
。

問
　
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
の
伊

奈
中
央
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
が
今
年
度
終
わ
り
、
町

内
で
残
り
志
久
駅
だ
け
と
な

っ
た
。
そ
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
計
画
は
。

答
　
側
道
上
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
構
造
的
な
難
し
さ

と
、
電
力
供
給
に
余
裕
が
な

い
と
い
う
新
都
市
交
通
の
事

情
な
ど
か
ら
予
算
は
見
送
っ

て
い
る
。

英
検
3
級
受
験
料
補
助
を
中

学
２
年
生
ま
で
の
拡
大

問
　
補
助
対
象
を
中
学
2
年

生
に
ま
で
拡
大
し
、
さ
ら
に

取
得
率
を
50
％
の
目
標
ま
で

設
け
る
こ
と
に
弊
害
が
生
じ

る
心
配
は
な
い
か
。

答
　
英
語
学
習
に
高
い
目
標

を
も
っ
て
臨
む
生
徒
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
中
学

校
の
英
語
補
助
指
導
助
手
の

1
人
増
員
も
計
画
し
て
い

る
。

消
費
税
増
税
へ
の
対
応
は

問
　
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
増
税
は
予
算
で

ど
こ
ま
で
見
込
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
増
税
分
の
給
食
費

の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

な
ど
の
検
討
は
。

答
　
歳
出
の
経
費
は
改
定
後

税
率
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。
増
税
分
の
歳
入
は
、
タ

イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
て
翌
年
度

の
増
額
に
な
る
。
適
正
な
学

校
給
食
費
は
学
校
給
食
運
営

委
員
会
で
審
議
す
る
。

志
久
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　設
置
計
画
は

　
町
長
の
施
政
方
針
・
予
算
編
成
方
針
に
対
し
１
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
質
問
者
が
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

施
政
並
び
に
予
算
編
成
方
針
に
対
す
る
質
疑

●答

●問

●答 ●問●答 ●問

エレベーター設置の予定が立たない
志久駅ホーム真下の道路

賛否がわかれた議案の審議結果 〈3月定例会〉議案一覧及び審議結果○…賛成　　●…反対

議員名

議案名

原
栗

　

子
惠

張
戸

　

枝
光

原
藤

　

春
義

味
五

　

美
雅

野
上

　

德
尚

原
中

　

子
敦

藤
齋

　

夫
照
子
み
と
田
奥
野
上

　

也
克

藤
加

　

明
利

上
水

　

雄
邦

沢
大

　
　

淳

藤
佐

　

一
弘

木
青

　

男
久

山
村

　

弘
正

本
山

　

幸
重 果

結

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地
建設を直ちに中止することを求める意見書 ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ － ○ ● ● 原案

否決

（注）議長「ー」は議事進行を行うため、賛否表明はしません

議第1号議案

五
味
雅
美  

議
員

  

ご

　み  

ま
さ  

み

（注）全会一致でないものは次ページのとおり、全会一致のものは議員ごとの賛否の表示は省略します

町
長
提
出
議
案

意
見
書

議
員
提
出

補
正
予
算

補
正
予
算

認
定

条
　
例

予
　
算

議案番号等 審議結果議案名等と主な内容

第1号
議案

●歳入歳出各2484万1千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各117億7383万円とする。主なも
のとして小中学校整備事業の繰越と地方債の補正および歳入ではブロック塀・冷房設備対応臨時
特例交付金の増額など、歳出では小中学校整備事業の増額。

平成３０年度伊奈町一般会計補正予算（第6号）
全会
一致

原案
可決

第18号
議案 ●学校教育法及び技術士法施行規則が改正されたため、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格基

準を見直す。

伊奈町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例 全会

一致
原案
可決

第20号
議案

●町道1308路線（小針新宿字高野屋敷469番53～45）、1309路線（小針新宿字高野屋敷469
番50～103）、2489路線（大針字細田山354番67～338番122）は、一般交通の用に供す
るため、新たな町道として認定する。

町道路線の認定について
全会
一致

原案
可決

第22号
議案

●歳入歳出各5074万8千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各116億1874万8千円とする。主な
ものとして歳入ではプレミアム付商品券事務費補助金の増額など、歳出ではプレミアム付商品券
事業、各種予防接種実施事業の増額。

平成31年度伊奈町一般会計補正予算（第1号）
全会
一致

原案
可決

第3号
議案 ●歳入歳出各1436万2千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各1億4204万円とする。歳入では保

留地処分金の減額、歳出では区画整理事業事務費、物件補償事業の減額。

平成３０年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 全会
一致

原案
可決

第4号
議案 ●歳入歳出各406万8千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各24億3301万4千円とする。歳入で

は保険者機能強化推進交付金の増額、歳出では介護保険給付費支払基金積立の増額など。

平成３０年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第３号） 全会
一致

原案
可決

第5号
議案 ●歳入歳出各360万7千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各3億9309万6千円とする。歳入では

保険料の増額など、歳出では後期高齢者保険料等納付金の増額。

平成３０年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全会
一致

原案
可決

第15号
議案 ●期日前投票所の増設に伴い、投票管理者等の報酬額について、従事した時間に応じて報酬を支給で

きるようにする。

伊奈町特別職の職員で非常勤の者等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第16号
議案 ●伊奈町ふれあい福祉センターが行う生活介護事業について、特別な場合に対応できるよう利用でき

る者の特例を設ける。

伊奈町ふれあい福祉センター条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第12号
議案 ●収益的収支は収益11億2310万2千円、費用10億4816万1千円とし、資本的収支は収入3億

1780万6千円、支出6億3335万4千円とする。

平成３１年度伊奈町水道事業会計予算 全会
一致

原案
可決

第19号
議案 ●利用者等の防火安全に対する認識を高め、火災被害の軽減を図るため、消防法令に関する重大な違

反のある防火対象物について、その法令違反の内容を公表する。

伊奈町火災予防条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第21号
議案 ●歳入歳出各92万6千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各117億2852万円とする。主なものと

して歳入では感染症予防事業等補助金の増額など、歳出では各種予防接種実施事業の増額。

平成30年度伊奈町一般会計補正予算（第8号） 全会
一致

原案
可決

議第1号
議案 ●政府は沖縄県民の民意を重く受け止め、辺野古基地建設を直ちに中止するとともに、普天間基地の

無条件撤去を求めて米国と交渉するよう強く要望する。

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地建設を直ちに中止することを求める意見書
注

第6号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各115億6800万円とする。

平成３１年度伊奈町一般会計予算 全会
一致

原案
可決

第7号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各40億6798万9千円とする。

平成３１年度伊奈町国民健康保険特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第8号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各10億1775万6千円とする。

平成３１年度伊奈町公共下水道事業特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第9号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各2億3256万6千円とする。

平成３１年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第10号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各23億9861万8千円とする。

平成３１年度伊奈町介護保険特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第11号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各4億724万3千円とする。

平成３１年度伊奈町後期高齢者医療特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第2号
議案

●歳入歳出各4623万6千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各117億2759万4千円とする。主な
ものとして歳入では町税、延滞金、幼稚園就園奨励費補助金の増額、財政調整基金、町債費、児
童手当国庫負担金の減額など、歳出では駅舎バリアフリー化事業、児童手当、放課後児童対策事
業の減額、財政調整基金積立の増額など。

平成３０年度伊奈町一般会計補正予算（第７号）

全会
一致

原案
可決

第13号
議案 ●職員を派遣することができる公益法人等に、一般社団法人伊奈町観光協会を追加する。

伊奈町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第17号
議案 ●公共下水道区域外流入の対象区域を拡大する。

伊奈町公共下水道区域外流入に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第14号
議案 ●人事院規則の改正等に鑑み、長時間労働是正のための措置を講じる。

伊奈町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

　沖縄県の米海兵隊普天間基地（宜野湾市）に代わる新基地建設計画をめぐり、名護市辺野古沿岸の
埋め立ての賛否を問う県民投票が2月24日投開票され、「反対」が7割強に及び、沖縄県民は改めて「辺
野古ノー」の強い意志を表明した。新基地建設について沖縄県民はこれまでも知事選や国政選挙な
どのたびに反対の意思を表明してきたが、新基地建設での埋め立ての是非という争点を一つに絞っ
た県民投票において「辺野古ノー」の結果が明確に示されたことの意義は極めて大きく、政府はこの
結果を重く受け止めるべきである。
　県民投票の結果を受けて、安倍晋三首相は「真摯に受け止める」と言いながら、なおも「普天間基地
が固定化され、危険なまま置き去りにされることは絶対に避けなければならない」という口実で新
基地建設に固執する姿勢を変えていないことは極めて遺憾である。
　辺野古基地建設をめぐっては、最近になって沖縄県が公表した防衛省沖縄防衛局の調査報告書か
ら、大浦側の6割に「マヨネーズ並み」の軟弱地盤が存在し、地盤改良のために打ち込む約7.7万本の
砂杭（すなぐい）に必要な砂の量が東京ドーム約5.25個分に相当すること、最も深いところで水深30
㍍の海底の下に60㍍の軟弱地盤の層があることなどが判明している。ところが政府は、これまでこ
の事実を隠し続け、現在も工期や費用について明らかにしていない。辺野古基地建設は、沖縄県民の
理解を得られないだけでなく、技術的にも政治的にも破綻していると言わざるを得ない。
　よって政府においては、県民投票で示された沖縄県民の民意を受け止め、辺野古基地建設を直ち
に中止するとともに、普天間基地の無条件撤去を求めて米国と交渉するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成３１年３月１９日
埼玉県伊奈町議会　

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地建設を
直ちに中止することを求める意見書

原案
否決
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賛否がわかれた議案の審議結果 〈3月定例会〉議案一覧及び審議結果○…賛成　　●…反対
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山

　

幸
重 果

結

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地
建設を直ちに中止することを求める意見書 ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ － ○ ● ● 原案

否決

（注）議長「ー」は議事進行を行うため、賛否表明はしません
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み

（注）全会一致でないものは次ページのとおり、全会一致のものは議員ごとの賛否の表示は省略します
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議案番号等 審議結果議案名等と主な内容

第1号
議案

●歳入歳出各2484万1千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各117億7383万円とする。主なも
のとして小中学校整備事業の繰越と地方債の補正および歳入ではブロック塀・冷房設備対応臨時
特例交付金の増額など、歳出では小中学校整備事業の増額。

平成３０年度伊奈町一般会計補正予算（第6号）
全会
一致

原案
可決

第18号
議案 ●学校教育法及び技術士法施行規則が改正されたため、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格基

準を見直す。

伊奈町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例 全会

一致
原案
可決

第20号
議案

●町道1308路線（小針新宿字高野屋敷469番53～45）、1309路線（小針新宿字高野屋敷469
番50～103）、2489路線（大針字細田山354番67～338番122）は、一般交通の用に供す
るため、新たな町道として認定する。

町道路線の認定について
全会
一致

原案
可決

第22号
議案

●歳入歳出各5074万8千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各116億1874万8千円とする。主な
ものとして歳入ではプレミアム付商品券事務費補助金の増額など、歳出ではプレミアム付商品券
事業、各種予防接種実施事業の増額。

平成31年度伊奈町一般会計補正予算（第1号）
全会
一致

原案
可決

第3号
議案 ●歳入歳出各1436万2千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各1億4204万円とする。歳入では保

留地処分金の減額、歳出では区画整理事業事務費、物件補償事業の減額。

平成３０年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 全会
一致

原案
可決

第4号
議案 ●歳入歳出各406万8千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各24億3301万4千円とする。歳入で

は保険者機能強化推進交付金の増額、歳出では介護保険給付費支払基金積立の増額など。

平成３０年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第３号） 全会
一致

原案
可決

第5号
議案 ●歳入歳出各360万7千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各3億9309万6千円とする。歳入では

保険料の増額など、歳出では後期高齢者保険料等納付金の増額。

平成３０年度伊奈町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全会
一致

原案
可決

第15号
議案 ●期日前投票所の増設に伴い、投票管理者等の報酬額について、従事した時間に応じて報酬を支給で

きるようにする。

伊奈町特別職の職員で非常勤の者等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第16号
議案 ●伊奈町ふれあい福祉センターが行う生活介護事業について、特別な場合に対応できるよう利用でき

る者の特例を設ける。

伊奈町ふれあい福祉センター条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第12号
議案 ●収益的収支は収益11億2310万2千円、費用10億4816万1千円とし、資本的収支は収入3億

1780万6千円、支出6億3335万4千円とする。

平成３１年度伊奈町水道事業会計予算 全会
一致

原案
可決

第19号
議案 ●利用者等の防火安全に対する認識を高め、火災被害の軽減を図るため、消防法令に関する重大な違

反のある防火対象物について、その法令違反の内容を公表する。

伊奈町火災予防条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第21号
議案 ●歳入歳出各92万6千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各117億2852万円とする。主なものと

して歳入では感染症予防事業等補助金の増額など、歳出では各種予防接種実施事業の増額。

平成30年度伊奈町一般会計補正予算（第8号） 全会
一致

原案
可決

議第1号
議案 ●政府は沖縄県民の民意を重く受け止め、辺野古基地建設を直ちに中止するとともに、普天間基地の

無条件撤去を求めて米国と交渉するよう強く要望する。

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地建設を直ちに中止することを求める意見書
注

第6号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各115億6800万円とする。

平成３１年度伊奈町一般会計予算 全会
一致

原案
可決

第7号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各40億6798万9千円とする。

平成３１年度伊奈町国民健康保険特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第8号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各10億1775万6千円とする。

平成３１年度伊奈町公共下水道事業特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第9号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各2億3256万6千円とする。

平成３１年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第10号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各23億9861万8千円とする。

平成３１年度伊奈町介護保険特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第11号
議案 ●予算の総額を歳入歳出各4億724万3千円とする。

平成３１年度伊奈町後期高齢者医療特別会計予算 全会
一致

原案
可決

第2号
議案

●歳入歳出各4623万6千円を減額し、補正後総額を歳入歳出各117億2759万4千円とする。主な
ものとして歳入では町税、延滞金、幼稚園就園奨励費補助金の増額、財政調整基金、町債費、児
童手当国庫負担金の減額など、歳出では駅舎バリアフリー化事業、児童手当、放課後児童対策事
業の減額、財政調整基金積立の増額など。

平成３０年度伊奈町一般会計補正予算（第７号）

全会
一致

原案
可決

第13号
議案 ●職員を派遣することができる公益法人等に、一般社団法人伊奈町観光協会を追加する。

伊奈町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第17号
議案 ●公共下水道区域外流入の対象区域を拡大する。

伊奈町公共下水道区域外流入に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

第14号
議案 ●人事院規則の改正等に鑑み、長時間労働是正のための措置を講じる。

伊奈町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 全会
一致

原案
可決

　沖縄県の米海兵隊普天間基地（宜野湾市）に代わる新基地建設計画をめぐり、名護市辺野古沿岸の
埋め立ての賛否を問う県民投票が2月24日投開票され、「反対」が7割強に及び、沖縄県民は改めて「辺
野古ノー」の強い意志を表明した。新基地建設について沖縄県民はこれまでも知事選や国政選挙な
どのたびに反対の意思を表明してきたが、新基地建設での埋め立ての是非という争点を一つに絞っ
た県民投票において「辺野古ノー」の結果が明確に示されたことの意義は極めて大きく、政府はこの
結果を重く受け止めるべきである。
　県民投票の結果を受けて、安倍晋三首相は「真摯に受け止める」と言いながら、なおも「普天間基地
が固定化され、危険なまま置き去りにされることは絶対に避けなければならない」という口実で新
基地建設に固執する姿勢を変えていないことは極めて遺憾である。
　辺野古基地建設をめぐっては、最近になって沖縄県が公表した防衛省沖縄防衛局の調査報告書か
ら、大浦側の6割に「マヨネーズ並み」の軟弱地盤が存在し、地盤改良のために打ち込む約7.7万本の
砂杭（すなぐい）に必要な砂の量が東京ドーム約5.25個分に相当すること、最も深いところで水深30
㍍の海底の下に60㍍の軟弱地盤の層があることなどが判明している。ところが政府は、これまでこ
の事実を隠し続け、現在も工期や費用について明らかにしていない。辺野古基地建設は、沖縄県民の
理解を得られないだけでなく、技術的にも政治的にも破綻していると言わざるを得ない。
　よって政府においては、県民投票で示された沖縄県民の民意を受け止め、辺野古基地建設を直ち
に中止するとともに、普天間基地の無条件撤去を求めて米国と交渉するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成３１年３月１９日
埼玉県伊奈町議会　

県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地建設を
直ちに中止することを求める意見書

原案
否決


